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有
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委
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役
者
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第
　
1
　
億
　
読
会
に
常
任
委
員
会
を
置
i
,
0

(
常
任
葬
具
会
の
感
称
及
び
を
の
所
管
)
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･
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A

#

帝
　
三
　
好
藩
任
委
兵
舎
の
名
称
凍
び
所
管
は
衆
の
軌
も
ざ
す
る
｡

鰍
等
叡
凄
塩
　
鮭
載
#
'
(
冬
日
嘩
坂
東
に
･
=
#
r
為
事
務
を
疎
.
,
W

竜
､
哉
官
尊
泉
色
め
椎
篭
に
膏
巻
尊
者

磯
も
丸
太
責
筏

:

･

　

-

　

嶺

に
騨
す
巻
親
麓
醗
村
費
寒
J
鉄
琴
横
領
親
の
啓
資

㌦
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.
b
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筆
雲
<
謀
り
笠
岳
に
慮
れ
.
る
車
帯
i
J
申
う
藩
軒
草
津
撃
懲
空
言
酔
生

･
a
l
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敵
爪
:
k
･
哲
L
J
孔
り
す
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奉
書
1
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呼
㌻
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貰
串
#
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穂
積
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貰
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第
　
三
　
催
　
常
在
重
点
会
葬
鼻
の
定
数
は
､
親
長
が
散
会
に
潜
っ
て
こ
れ
を
定
め
る
｡

(
常
任
垂
良
の
任
期
)
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帯
向
庵
豪
雪
の
芸
は
ゆ
年
若
i
o
雷
し
､
麓
賢
が
莞
見
る
養
霊
獣
｡

2
　
補
欠
季
長
の
任
期
は
'
前
任
者
の
幾
任
期
僻
だ
す
ぎ
｡

(
特
別
薫
月
食
の
鼓
せ
)

草
　
五
　
伸
樽
那
委
員
会
は
､
特
澄

頚
密
す
る
た
冷
必
要
が

軸
合
に
お
い
て
､
散
会
の
戦
決
で
鼓
Y
｡

､
　
C
.
j
　
聴
別
萎
兵
舎
の
裏
の
雇
歌

･
･
_
 
L
n
填
.
S
.
 
･
J
I
q
)
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:
.
欝
　
共
　
修
　
骨
瓜

J

i

.
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r

も

J

J

-
舶
鮎
銅
鍍
絹
等
る
孟
'
嘉
に
警
義
兵
の
属
す
壷
資
蓬
誓
言
が
で
蔓

蘇
　
七
ー
偉
､
常
任
香
典
会
及
び
僻
卿
委
月
余
(
以
下
F
萎
月
余
｣
と
､
い
･
ヱ
に
番
兵
長
藤
が
鞠
委
員
長
l
<
暫
定
-
｡

整
養
成
賓
金
の
署
長
畏
雲
量
は
､
霊
に
お
い
て
各
言
の
常
任
垂
鼻
宗
か
ら
誓
す
る
｡

3
　
時
別
事
長
倉
の
委
員
長
及
び
秘
凄
兵
長
は
'
-
解
剖
重
点
が
こ
れ
を
互
巷
す
る
｡

4
　
番
烏
長
申
任
期
は
重
点
の
催
瀬
に
よ
る
0
､

萎
月
旦
の
親
書
整
乳
棒
及
び
秩
序
保
持
格
)
　
　
　
　
　
　
n

昇
　
八
　
催
　
重
点
考
季
長
金
の
帯
革
を
基
理
L
t
我
序
を
偉
帝
す
る
｡
　
　
～

(
垂
為
義
の
蔓
代
行
)

第
　
九
　
傭
　
重
層
考
に
串
瀧
が
あ
は
亡
き
'
ま
た
d
-
重
点
濃
が
欠
け
た
"
さ
は
､

細
事
兵
長
が
委
員
長
の
軌
海
を
行
-
｡

2
.
番
兵
長
及
び
琳
萎
兵
長
に
ど
も
に
事
革
が
あ
る
じ
き
は

(
重
点
長
及
び
御
重
貞
長
の
辞
任
)

第
　
十
　
偉
　
重
点
最
及
び
劃
重
点
長
が
帯

革

　

二

　

幸

　

ノ

ラ
.
こ
す
･

及
び

季
月
が
垂
見
長
の
畿
辞
を
希
う
｡

比
､
萎
月
余
の
許
可
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

(
招
`
集
)

第
十
∴
健
　
重
点
会
は
､
委
員
長
が
招

a
.
′
　
才
人
以
上
の
委
員
か
ら
､
委
員
会
篭
い
て
審
査
ま
た
は
粥
査
寸
言
事
件
空
不
し
て
相
集
の
帯
求
が
あ
っ
咋
と
き
は
'

を
相
集
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
さ
､
　
む

･
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鶴

､

第
十
二
様
垂
頒
金
は
~
要
塞
の
単
数
以
上
暴
発
が
出
席
し
-
れ
ば
舎
熊
を
閑
-
こ
嘉
-
な
い
.
等
し
､
卦
十
窟
妄
乳
量

ー
び
重
点
の
除
斥
)
の
裁
定
に
よ
る
除
斥
の
弛
め
に
轟
に
蓮
し
な
い
亡
き
は
ー
こ
の
限
り
S
J
Ⅶ
な
い
O

(
表
　
決
)

第
十
三
億
　
番
月
余
の
議
事
は
､
相
席
委
員
の
渦
額
教
で
決
し
.
可
潜
同
数
の
亡
き
は
､
委
員
長
の
決
す
る
.
i
,
こ
ろ
に
よ
る
川

2
　
瀞
項
の
金
谷
に
お
い
で
は
､
香
魚
長
は
ヾ
季
長
だ
し
て
未
決
に
加
わ
る
こ
ど
が
で
き
な
い
0

､(垂最長及び草月の除斥)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　,

/
第
十
P
E
催
　
黍
最
長
及
び
胡
萎
負
長
ま
た
は
萎
兵
は
､
自
己
若
し
-
鳩
十
父
母
､
戯
父
母
､
配
偶
者
､
草
'
-
#
著
し
-
は
'
兄
弟
姉
妹
の
l
身
上
に

-
舶
す
る
事
件
ま
た
は
､
自
己
若
し
ペ
は
､
こ
れ
ら
の
者
の
蝕
手
薄
各
勢
渉
に
直
接
の
和
事
開
銀
の
あ
る
事
件
に
つ
い
て
は
'
そ
の
罵
串
に
参
与
す
る
.

こ
亡
が
で
き
な
い
｡
髭
ゞ
L
t
番
長
壕
の
同
意
が
あ
っ
た
亡
き
は
,
会
議
に
出
席
し
て
発
雷
も
る
･
㌢
が
で
き
串
｡
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p

発
十
五
傭
　
凄
月
余
は
､
義
貞
の
外
'
季
長
長
の
許
可
な
得
た
著
が
傍
希
す
る
こ
と
が
で
き
る
O

c

･

重

点

長

は

ー

･

墓

が

あ

る

晶

め

る

ぎ

さ

は

'

傍

聴

淡

の

退

萌

倉

命

や

肇

こ

と

が

で

き

る
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汽

(
葡
萄
余
)

I

第
十
大
味
　
委
員
会
は
､
帯
決
に
よ
i
B
､
秘
密
会
だ
す
る
こ
だ
が
で
J
r
～
る
0

(

出

席

説

明

の

密
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第
(
+
也
蟻
委
烏
合
は
.
審
査
ま
た
蝿
御
霊
陀
め
.
三
裁
可
漫
'
教
育
轟
慧
芸
委
良
港
､
選
挙
管
理
委
員
会
の
萎
貞
華
五
平
黍
見
合

の
萎
兵
長
'
鼻
集
委
月
余
分
会
長
'
及
び
監
査
番
兵
､
そ
の
他
の
鋲
冷
ま
た
は
備
例
に
基
-
委
員
会
の
代
表
者
ま
た
は
重
点
並
び
に
委
任
ま
た
は
嘱

託
を
受
竹
光
者
に
卸
し
醜
明
を
涼
め
ま
た
は
出
席
を
求
め
よ
う
亡
す
る
W
き
は
耗
長
を
縫
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
.

(
乾
草
妨
巷
及
び
離
膚
の
賛
止
)

欝
十
八
債
　
重
点
N
;
金
高
中
み
だ
り
に
発
言
し
､
ま
た
は
戦
ぎ
､
そ
の
他
議
事
の
妨
筈
と
な
る
盲
動
を
し
て
は
な
ら
な
い
.

e

･

重

点

は

･

会

議

中

み

だ

-

に

椎

庸

し

て

は

な

ら

な

い

O

 

i

.

(
秩
序
保
持
に
幽
す
る
措
置
)

軍
十
九
使
.
雲
合
i
1
_
ぉ
い
て
地
方
自
治
法
､
会
読
規
則
ま
た
は
こ
の
健
例
に
一
連
反
し
､
そ
の
他
委
員
会
の
我
序
を
み
だ
す

委
農
兵
は
∵
品
を
制
止
し
､
ま
瀧
は
発
言
を
取
h
滑
さ
せ
る
こ
k
,
が
で
き
る
.
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毛へ

予
重
点
濃
は
'
委
貴
会
が
騒
然
と
し
て
藤
理
/
b
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
ビ
鞍
め
る
-
,
は
さ
烏
合
を
閉
じ
､
ま
た
は
'
中
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

第

　

三

J

章

　

公

　

　

満

　

会

(
各
轟
金
網
催
の
事
碑
)

第
1
7
丁
僕
　
番
兵
会
が
公
適
合
を
甲
-
う
ど
す
み
亡
き
は
'
韓
長
の
乗
落
款
符
L
･
.
け
れ
ば
な
ら
偲
S
t
.

e
q
　
前
項
の
索
敵
が
あ
っ
′
兜
亡
き
は
､
委
員
長
は
そ
の
日
時
､
場
所
及
び
意
見
を
甲
,
う
だ
す
る
与
件
を
墾
不
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

(
公
述
希
望
者
)
､

軍
手
l
健
ー
灸
為
替
に
出
席
し
て
意
見
を
述
べ
よ
う
ど
す
連
署
は
､
交
替
で
あ
ら
か
じ
砂
そ
J
e
坤
由
及
び
ヰ
件
に
対
す
る
重
曹
を
そ
の
凄
長
倉
に
申

出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
0

(
公
述
人
)

筆
写
t
毎
　
食
鵡
会
に
お
L
?
T
､
意
見
を
甲
)
う
ど
す
る
利
春
苑
係
背
及
び
学
諌
在
韓
者
等
(
以
下
｢
金
瓶
淡
J
さ
い
-
)
は
'
前
嬢
の
洩
急
に
よ

り
鳶
か
監
中
田
芸
及
び
そ
の
他
の
者
の
中
か
ら
委
員
会
に
お
い
て
雷
､
本
人
に
そ
の
冨
漁
舟
富
芋
-
に
鷲
に
報
等
る
!
;

忠
　
あ
ら
か
じ
め
申
出
柁
着
の
中
に
'
そ
の
手
件
に
対
し
て
養
成
蕃
及
び
反
対
者
か
み
る
空
き
は
1
方
に
か
た
よ
ら
な
い
よ
う
に
公
姫
人
を
凄
ば
な
け

れ
は
な
i
D
な
い
｡

(
公
述
人
の
発
音
)

筆
写
三
燦
　
各
堪
人
が
璽
己
よ
A
 
I
,
,
ビ
す
る
強
襲
は
'
重
点
長
の
許
可
を
舟
な
紛
れ
は
な
ら
な
い
.
9

c
l
.
前
項
の
発
音
は
､
そ
の
意
見
を
滞
こ
-
ど
す
る
事
件
の
範
艶
を
超
射
て
は
な
ら
な
い
.

さ
　
公
雄
人
の
撃
宵
が
､
前
項
の
範
田
を
租
サ

ま
た
は
公
報
<
に
不
息
当
な
首
動
が
あ
っ
た
.
w
k
b
は
'
轟
最
長
は
､
発
言
を
蕪
漉
し
ー
卦
牝
は
退
席

さ
せ
る
こ
己
が
で
き
る
｡

(
萎
点
と
灸
逸
ん
の
質
疑
)

粛
二
十
g
E
傭
重
点
払
公
述
人
に
対
し
て
質

る
こ
と
が
で
き
る
｡

2
　
公
述
人
は
重
点
に
激
し
質
疑
す
る
こ
と
転
潜
き
な
い
.

(
代
理
<
ま
た
は
文
事
に
上
る
意
見
の
陳
轟
)

欝
二
十
五
鎌
　
公
述
人
は
､
総
理
<
に
意
見
を
述
べ
さ
せ
､

･

1

1

,

　

t

t
^

ま
た
は
文
事
で
意
見
を
絶
対
す
る
こ
と
が
で
き
潔
篭
た
ゞ
L
t
雪
女
が
特
に
許
可
し

了
せ
ノ
嘉

-

　

　

ィ

.

　

　

　

　

.

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

小
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/

豊

壌

.

重

雄

､
じ
れ*
:
　
*

∴
.
■
L
十
∴
∵
J
t
:
l
:
.
,
 
､
藩
.
.
.
,
.
小
.
†

F
*

打
場
合
ヤ
ー
の
取
ら
で
な
い
か

第

　

座

　

茸

　

　

転

a

ヽ

(
記
銘
の
作
製
)

第
二
十
六
健
　
委
員
長
は
'
菅
田
を
し
て
配
線
を
作
艶
隼

c
l
　
鰍
項
の
記
銘
は
t
L
鼓
長
が
こ
れ
を
保
管
す
る
O

会
議
の
次
第
及
び
出
席
重
点
の
氏
名
を
記
載
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
.
-

筋

　

五

　

着

　

補

　

　

　

如

､

(
必
要
な
事
項
の
｣
制
定
)

竺
千
産
こ
の
使
例
及
び
会
読
規
加
に
定
の
ろ
も
9
沼
か
黍
豊
誓
い
て
必
要
な
事
項
は
垂
旦
金
が
定
軽
石
｡

附

糊

.

ド
ニ
の
侯
例
隼
田
聖
十
毒
針
月
ノ
　
日
か
ら
薯
す
る
.

呈
驚
耗
鳩
芸
-
-
特
-
-
例
(
買
ク
慧
蟻
例
帝
〆
号
)
.
紘
-
-

′

　

　

ヽ


